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茶
道
・
合
唱
・
手
話
教
室
を
開
講

　
在
宅
障
害
者
の
自
立
と
生
き
が
い
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
五
十
九
年

六
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
在
宅
障
害
者
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
。
二
年
目
を
迎

え
る
六
十
年
度
は
、
新
た
に
三
事
業
を
加
え
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
昨
年
度

は
、
二
十
一
事
業
に
三
百
十
六
人
が
参
加
。
外
出
の
機
会
が
少
な
か
っ
た
在
宅
障
害

者
の
社
会
参
加
へ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
’
て
い
ま
す
。

　
「
在
宅
障
害
者
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ

ス
事
序
は
、
在
宅
障
害
者
が
施

設
に
通
い
な
が
ら
、
且
吊
の
牛
活

訓
練
や
創
作
、
軽
作
業
な
芦
尽
ず

る
こ
と
で
、
障
害
者
の
自
立
と
生

き
が
い
意
識
を
高
め
て
.
ｗ
ｖ
ａ
Ｋ
.
ｎ

と
、
市
が
襲
獄
祉
協
議
会
に
委

託
し
て
五
十
九
単
一
〈
月
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
地
域
の
な
か
で
就
労

の
機
会
な
芦
徊
得
に
く
い
在
宅
障

害
者
と
そ
の
介
護
者
で
す
。
参
加

料
金
は
、
対
象
者
に
広
く
利
用
し

て
い
た
だ
ぐ
た
め
に
、
無
料
ま
た

は
材
料
費
だ
け
の
負
担
と
し
て
い

ま
ｙ
。
施
設
は
、
４
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
総
合
福
祉
会
館
一

階
）
か
主
に
使
用
し
て
い
ま
ず
。

交
流
深
め
機
能
訓
練

　
二
年
目
か
迎
え
る
「
在
宅
障
害

者
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
序
の
六

　
十
年
度
に
実
施
す
る
事
業
は
、
茶

一

道
教
室
や
手
話
講
習
会
一
、
合
唱
（
コ

Ｉ
ラ
ス
）
教
室
の
新
規
事
業
を
加

え
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
〈
日
常
生
活
馴
練
〉

　
医
療
機
関
な
ど
で
、
治
療
・
訓

練
か
終
え
た
障
害
者
が
、
機
能
の

低
下
を
防
ぐ
た
め
訓
練
を
１
　
ぶ
チ
。

　
各
種
の
機
能
回
復
訓
練
機
器
を

備
え
た
ほ
常
侈
屈
蹊
室
で
、
毎

週
火
曜
日
に
実
施
。
月
一
回
専
門

の
医
師
か
ら
指
導
鷺
冥
け
る
外
、

襲
福
祉
協
議
会
の
指
導
員
と
共

に
自
主
訓
練
受
行
い
ま
ｙ
。

　
〈
社
会
適
応
馴
練
〉

　
障
害
程
度
の
違
い
を
考
慮
し
て

料
理
教
室
、
生
け
花
教
室
、
茶
道

教
室
奮
宍
施
。

　
〈
創
作
・
軽
作
業
〉

　
陶
芸
教
室
で
は
、
土
ひ
ね
り
を

し
て
湯
の
み
や
茶
わ
ん
な
ど
を
作

る
こ
と
で
、
手
や
指
の
機
能
訓
練

を
し
乖
ｙ
。
こ
の
外
、
編
み
物
教

室
な
ぐ
呈
施
。

　
〈
介
護
技
術
指
導
訓
練
〉

　
車
い
す
介
助
方
法
講
習
会
や
手

話
講
習
会
（
昼
間
）
な
べ
障
害

の
有
無
忿
問
わ
ず
ボ
ラ
ン
テ
ー

養
成
講
習
会
を
開
章
柔
ｆ
。

　
（
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
〉

　
仲
間
と
の
交
流
か
深
め
示
７
．

　
市
で
は
、
定
年
退
職
を
し
た
人

や
家
業
か
譲
っ
た
人
で
、
長
年
の

経
験
と
能
力
夕
生
か
し
て
も
う
一

度
働
參
た
い
と
い
シ
人
に
、
働
く

シルバー人材センターのしくみ

　
〈
卓
球
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
毎
月
第
３
日
曜
日
、

午
後
c
ｓ
＊
―
i
n
時
▼
対
象
・
・
・
在
宅

障
害
者
▼
指
導
・
：
日
下
部
徹
さ
ん
。

　
〈
バ
ン
パ
ー
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
毎
月
第
４
日
曜
日
、

午
後
C
M
＆
―
i
n
時
▼
対
象
・
・
・
在
宅

障
害
者
▼
指
導
…
バ
ン
パ
ー
愛
好

会
。

　
〈
機
能
回
復
馴
練
〉

　
▼
と
き
・
・
・
毎
週
火
曜
日
、
午
後

三代夫婦ら渡り初め
宇治川の橘橋
4月5日

２
時
～
４
時
▼
対
乖
・
・
在
宅
障
害

者
▼
指
導
・
・
・
塩
谷
敏
義
さ
ん
。

　
〈
編
み
物
教
室
〉

　
▼
と
き
…
毎
月
第
１
火
曜
日
、

午
後
Ｌ
時
ｒ
３
時
▼
対
季
・
・
視
覚

障
害
者
▼
指
導
・
・
・
野
口
華
子
吸
ん
。

　
5
9
年
度
は

　
2
1
事
業
に
3
1
6
人
参
加

　
五
十
九
年
度
は
、
延
べ
二
十
一

事
業
を
実
施
。
機
能
回
復
訓
練
や

6
0
年
７
月
に
開
設

高
齢
者
に
働
く
場
を
提
供

場
金
m
h
る
「
ジ
ル
バ
人
材

セ
ン
タ
ー
」
至
〈
十
年
七
月
に
開

設
す
る
こ
と
に
し
て
ぃ
未
了
。

　
こ
の
「
ジ
ル
バ
人
材
セ
ン
タ

Ｉ
」
は
、
概
ね
六
十
歳
以
上
の
市

内
に
居
住
す
る
健
康
な
高
齢
者
が

集
ま
り
、
補
助
的
な
短
期
間
の
仕

事
奎
引
き
受
け
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
で
従

事
す
る
公
共

性
の
あ
る
団

体
で
す
。

　
公
共
団
体

や
民
間
事
業

所
、
各
家
庭

か
掃
侯
さ

れ
る
、
筆
記
、

代
筆
、
一
般

事
務
、
留
守

番
、
簡
単
な

大
工
仕
事
、

集
配
、
作
蓋

　
宇
治
川
改
修
事
業
の
一
環
と
し
べ

宇
治
川
左
岸
か
ら
府
立
牢
治
公
園
中
の

島
の
間
に
架
け
ら
れ
て
い
る
橘
（
た
ち

ば
な
）
橋
（
幅
一
・
五
μ
、
長
さ
三
十

六
・
四
μ
）
の
架
け
替
え
工
事
が
、
三

月
三
十
日
に
完
成
。

　
渡
昨
初
め
式
が
四
月
五
日
、
宇
治
商

工
心
一
議
所
や
宏
晨
光
協
会
、
観
光
塔

の
島
会
、
平
等
院
通
臼
繁
栄
会
の
共
催

逗
齢
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
極
島
町
一
ノ

坪
三
三
番
地
の
一
七
に
お
住
ま
い
の
江

口
喜
次
郎
（
七
九
）
・
ナ
ヲ
ヱ
？
モ
）
、

喜
代
道
（
五
四
）
・
悦
子
（
五
一
）
・
喜
代

嗣
（
二
七
）
・
嘉
子
（
二
こ
の
一
家
三
代

夫
婦
の
皆
さ
ん
を
先
頭
に
、
苗
蓋
幼
稚

園
児
■
＆
が
Ｈ
ｓ
^
Ｓ
め
を
し
ま
し
た
。

陶
芸
・
生
け
花
・
料
理
教
室
、
盲

人
用
カ
ナ
タ
イ
プ
指
導
者
講
習
会

な
ど
に
、
延
べ
三
百
土
ハ
人
の
在

宅
障
害
者
や
ボ
ラ
ン
テ
Ｔ
ア
ら
が

参
加
Ｌ
釜
し
た
。

　
毎
週
行
り
れ
て
い
る
機
能
回
復

副
切
ぼ
、
延
べ
百
六
十
一
人
が

各
種
機
器
か
便
用
し
、
機
能
の
低

下
を
防
ぐ
た
め
の
訓
練
に
汗
m

し
ま
し
た
。
陶
芸
教
室
で
は
、
延

ｊ
ギ
ー
人
が
花
び
ん
や
置
き
物

な
ど
多
岐
に
り
た
る
仕
事
を
請
け

負
い
、
会
員
の
希
望
に
沿
っ
で
そ

の
仕
事
に
従
事
し
示
ｙ
。
報
酬
は

　
「
ジ
ル
バ
人
材
セ
ン
タ
ー
」
の

取
り
決
め
に
従
い
、
配
分
尿
支

払
い
未
丁
。
ま
た
万
一
、
仕
事
に

従
事
中
、
問
題
が
生
じ
た
場
合
の

責
任
は
、
セ
ン
タ
ー
が
負
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

へ
の
入
会
申
し
込
み
や
、
仕
事
の

依
頼
な
戸
ほ
、
開
設
時
（
六
十
年

七
月
予
定
）
に
具
体
的
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
お
問
い
〈
お
せ
は
、

福
祉
課
（
ａ
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
。

　
４
月
に
準
備
委
員
会
発
足

　
事
業
を
具
体
化

　
「
ジ
ル
バ
人
材
セ
ン
タ
ー
」
の

設
立
に
先
立
ち
五
十
九
年
七
月
に
、

高
齢
者
二
千
令
そ
れ
ぞ
れ
二
百

の
一
般
家
庭
や
市
内
の
雲
雨
へ
、

参
加
意
向
や
仕
事
の
提
供
の
有
無

な
ど
い
ず
れ
も
味
わ
い
深
い
立
派

な
作
品
か
匍
作
。
こ
れ
ま
で
外
出

の
機
会
が
少
な
か
っ
た
在
宅
障
害

者
が
事
業
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け

に
、
そ
れ
ぞ
れ
興
味
が
わ
ぐ
も
の

か
見
つ
け
β
れ
て
い
未
了
。

　
市
と
社
会
福
祉
協
議
必
一
で
は
、

今
後
も
「
在
宅
障
害
者
テ
ィ
ー
サ

ー
ビ
ス
事
序
の
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
汽
て
い
ま

す
。

な
ど
に
つ
い
て
調
査
夕
実
施
。
そ

の
結
果
、
参
加
を
希
望
ず
る
高
齢

者
は
、
回
答
者
数
一
千
五
十
八
人

の
約
三
〇
％
に
当
た
る
、
三
百
六

人
で
し
た
。
ま
た
、
提
供
す
る
仕

事
の
有
無
で
は
、
祠
る
″
と
答
え

た
の
は
、
一
般
家
庭
が
三
三
％
、

市
内
の
事
業
所
で
は
一
八
％
で
し

た
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
踏
ま

え
、
商
工
会
議
所
や
連
合
喜
老
会

な
ど
地
域
の
各
種
団
体
の
協
力
を

得
て
、
四
月
中
旬
に
「
ジ
ル
バ
・
Ｉ
人

材
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
委
員
今

を
茜
足
。
具
体
的
な
茫
搾
業
を

進
め
て
い
き
ポ
で
一
。

　
「
生
き
が
い
が
欲
し
い
」
「
社
会

に
役
立
ち
た
い
」
「
収
入
を
得
た

い
」
と
い
う
高
齢
者
の
た
め
の
「
ジ

ル
バ
人
材
セ
ン
タ
ー
」
は
、
会

員
や
市
民
、
・
市
内
の
事
業
所
の
協

力
で
育
っ
て
い
く
団
体
で
す
。
市

民
の
皆
ポ
λ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
Ｌ
ぶ
チ
。

441

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

在宅障害者デイ・サービス

新たに3事業を実施

４
月
か
ら
は

卓
球
な
ど
４
教
室
開
講

４
月
に
準
備
委
員
会
発
足

事
業
を
具
体
化

5
9
年
度
は

2
1
事
業
に
3
1
6
人
参
加

防火相談お気軽に各消防署随時
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消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
無
リ
ン
洗
剤
の
出
現
以
来
、

低
迷
か
続
け
て
い
た
石
け
ん
の

使
用
量
が
、
最
近
で
は
次
第
に

増
え
る
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
未
了
。
更
に
日
Ｍ
各
地
Ｖ

は
、
石
け
ん
の
手
作
り
グ
ル
ー

プ
も
多
く
誕
生
し
て
い
る
ぶ
コ

で
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
洗
濯
用
粉

石
け
ん
（
以
下
。
粉
石
け
ん
）

の
正
し
い
使
用
法
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
未
了
。

　
水
に
溶
け
や
す
く

　
　
　
　
香
り
も
改
良

　
粉
石
け
ん
は
、
汚
れ
を
除
ぐ

９
ゑ
ず
る
界
面
活
性
剤
が
Ｉ

〇
〇
§
以
上
含
次
れ
る
も
の
を

　
μ
け
か
、
七
〇
％
以
上
の

消費生活
モニター

相談・各種調査活動に活躍

も
の
を
。
複
合
石
け
か
と
い

い
未
丁
。
そ
し
『
そ
の
成
分

が
水
に
な
じ
み
や
す
い
よ
ｙ
コ
、

炭
酸
塩
や
け
い
酸
塩
な
ど
が
含

市
販
二
十
二
銘
柄
の
内
、
半
数

の
十
一
銘
柄
が
五
分
以
内
と
い

ラ
紹
果
で
す
。
ま
た
、
香
り
の

点
で
も
、
粉
石
け
ん
の
改
良
が

進
め
ら
れ
て
い
未
了
。

　
洗
浄
効
果
を
上
げ
る

　
　
　
　
上
手
な
使
い
方

　
洗
濯
時
に
粉
石
け
ん
宅
率

確
に
計
り
ま
ず
。
標
準
使
用
量

で
十
分
な
働
き
忿
ず
る
の
で
す

が
、
一
般
に
は
多
め
に
投
入
し

が
ち
で
す
。
使
用
量
が
多
め
の

場
合
、
粉
石
け
ん
が
水
に
寿
け

切
ら
す
、
排
水
口
の
つ
ま
ひ
な

ど
の
原
因
に
な
っ
た
昨
じ
柔
ｙ
。

　
洗
濯
水
温
に
つ
い
て
は
、
春

か
ら
秋
に
か
け
て
は
暖
か
い
の

安
心
し
て
使
え

　
　
洗
浄
力
も
優
れ
る

奔
れ
て
い
ま
す
。

　
水
に
溶
け
に
く
い
と
言
わ
れ

る
粉
石
け
ん
。
し
か
し
、
兵
匯

県
立
牛
活
科
学
研
究
所
の
テ
ス

ト
刄
｀
、
水
温
が
セ
氏
二
二
度

　
（
一
〇
度
か
ら
四
〇
度
ま
で
は

溶
解
率
は
同
じ
）
で
洗
濯
機
を

使
用
し
た
場
合
、
標
準
笛
迢

の
粉
石
け
ん
が
溶
け
る
時
間
は

に
使
シ
た
め
の
一
番
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
ま
ず
粉
石
け
ん
を
水
に

溶
搦
し
て
か
ら
ａ
曹
存
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
を
怠
る
と
、
粉

石
け
ん
は
そ
の
洗
浄
力
か
干
分

に
発
揮
し
ま
せ
ん
。
洗
濯
時
間

は
、
苗
羅
で
七
分
前
後
が
適

当
で
し
ょ
う
。

　
使
田
重
は
、
表
示
ど
お
り
正

消
費
生
活
の
ご
相
談
は

　
お
近
く
の
モ
ニ
タ
ー
に

　
こ
の
ほ
ど
、
消
費
者
と
し
て
市

に
意
見
や
脳
刄
穂
出
し
て
い
た

だ
ぐ
、
五
十
九
年
度
の
宇
治
市
消

費
牛
活
モ
。
ニ
タ
ー
二
十
四
人
が
決

定
し
、
四
月
十
二
日
に
委
嘱
状
が

渡
芦
祭
チ
。

で
、
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
真
冬
の
水
道
冰
は
セ

氏
一
〇
度
以
下
に
な
る
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
湯
を
加

え
た
り
、
ふ
ろ
の
残
り
湯
か
莉

學
Ａ
ぱ
よ
い
Ｖ
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
粉
石
け
ん
に
は
蛍
光

増
白
剤
が
含
鳶
れ
て
い
な
い
の

で
、
黄
ば
命
統
濯
物
に
は
漂

　
・
こ
の
消
費
堆
吝
モ
ニ
タ
ー
制
度

は
、
消
費
者
で
あ
る
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
や
要
望
を
把
握
し
、
消

費
者
に
対
す
る
保
護
や
啓
発
な
ど

の
事
業
か
通
め
る
た
め
に
設
置
し

て
い
ま
ず
。
こ
の
た
め
、
物
価
調

査
忿
賢
あ
各
種
調
査
に
取
S
i
組

み
未
了
の
で
、
そ
の
際
に
は
市
民

の
皆
ポ
λ
の
l
U
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い

Ｌ
蚤
す
。

　
消
費
牛
活
は
衣
食

住
だ
け
で
な
ぐ
、
す

昭和60年度消費生活モニター(敬称略)

ト
企
彙
を
訪
問
し
、
担
当
者
か
ら
説
明
を
聞
く
見
学
会
（
5
9
年
５
月
撮
影
）

　
更
に
、
合
成
洗
剤
は
人
体
や

環
境
へ
の
影
響
が
大
き
ぐ
、
そ

の
点
か
ｇ
粉
石
け
ん
の
良
さ

か
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
暖
か
く

な
り
、
粉
石
け
ん
奎
便
い
始
め

る
に
は
良
い
時
期
で
す
。
あ
な

た
も
ぜ
ひ
、
粉
石
け
な
上
手

に
使
つ
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ

・暖かくなるこれからの季節は、粉石

　けんを使い始めるのに適しています。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀

べ
て
の
牛
居
分
野
に
及
ん
で
お
り
、

私
た
ち
の
夢
Ｆ
と
は
切
っ
て
も

切
れ
な
い
も
の
で
す
。

　
従
っ
て
、
一
人
ひ
と
昨
か
正
し

い
知
識
を
身
に
付
け
、
賢
い
消
費

者
と
し
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど

か
選
択
す
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と

で
ｗ
　
市
で
は
、
消
費
牛
活
に
つ
い
て

の
相
談
や
苦
情
、
意
見
な
戸
９
受

け
付
け
て
い
ま
ず
。
そ
の
際
に
は
、

お
折
て
の
消
費
牛
活
モ
ニ
タ
ー
か
、

直
接
市
役
所
商
工
観
光
課
ま
で
ご

連
絡
ぐ
だ
さ
い
。

日
の
四
回
開
設
し
柔
ｙ
。

　
相
談
日
に
は
専
門
の
消
費
牟
吝

相
談
員
が
、
商
品
や
契
約
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
否
延
子
。

ま
た
、
上
雲
路
品
の
選
び
方
な

ど
、
商
品
情
報
血
豆
Ｕ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
<
i
(
l
O
ｔ
)
v

だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
日
以
外
で
も
担
当

職
員
が
相
昼
喜
腿
可
け
ま
ず
。

お
気
軽
に
ご
利
用
欠
お
問
い
合

わ
せ
は
、
商
工
観
光
課
（
豊
⑩
3

1
4
1
）
へ
。
（
商
工
観
光
課
）

氏　名 住　　　　所 電話番号

長潭　紀子木幡南山86-24 32－6474

金子　スギ五ヶ庄西川原21－32 31－5214

楢原恵美子五ヶ庄野添77－4A305 31－5291

窪田　和美五ヶ庄官有地京大宿舎1-36 31－8919

安達　橘代宇治蓮華54 21－3968

土屋三代子 宇治野神1－189 22－5666

牧野幸代子琵琶台2丁目5－17 23－5063

角本由紀子 横島町吹前119－15 23－7389

浜田　紀代 横島町中川原146－33 22-7051

松下　豊子小倉町堀池39－121 23－2715

深野　恭子小倉町山際35－31 22－5707

山田　陽子小倉町山際37－28 23－3783

森　　峰子小倉町南浦40－4 20－2390

松本面理子小倉町西山59－5 23－8988

北崎　律子伊勢田町遊田12－51 20－0496

藤原　ひさ伊勢田町遊田9－10 20－2603

加古川やよひ伊勢田町遊田4－7 20－2473

山村久美子 伊勢田町砂田6－195 23－8125

上田　敬子 伊勢田町浮面25－28 45－0514

坂川美知子広野町小根尾138－69 24-3485

岡崎　圭子広野町小根尾i30－139 24－3345

梅原　陽子広野町桐生谷76－15 43－3092

徳野　節子広野町一里山21－9 43－3172

横山美智子広野町宮谷115－16 43－5970

　
や
呑
Ｒ
を
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る

刊
を
旅
枇
は
ヽ
「
ヨ
但
難
鍬
」
と

い
う
塾
枇
に
よ
っ
て
、
恥
忿
彫
悍

の
初
め
に
は
、
す
で
に
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
ほ
ど
な
い
楸
枇
で
大

剛
怒

れ
た
裂

限
郁
聡
な
む
Ⅲ
と
な
り
ヽ
そ
ふ
彫

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

が
律
わ
れ
た
の
も
。
こ
の

の
徽
瀕
が
割
く
か
ら
が
伺
に

守t

り
つ
が
れ
て
き
た
か
ら
で
し
よ

「
l
i
f
e
旅
枇
に
は
ヽ
訃
馳
出
炭
の

鮨
町
並
の
家
が
ま
つ
ら
れ
て
お

り
ヽ
泣
戸
彫
但
に
は
「
㈹
ｔ
一
派

り
　
ａ
戸
吋
μ
Ｐ
に
‥
ロ
。
剛

枇
」
と
か
「
鮨
珈
が
服
叙

と
か
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

付宍
近1な

のど

Ｍ
は
何
で
も
級
し
み
を
こ
め
て
ヽ

　
「
ご
ん
げ
ん
さ
ん
」
と
ゆ
ん
で
い

ま
す
。

　
や
洽
心
魯
の
Ｍ
た
ち
の
な
か
で

は
ヽ
む
か
し
か
ら
肘
ん
緊
が
白
ま

れ
る
原
に
ヽ
こ
の
凍
枇
の
楸
献
に

瀞
か
れ
て
い
る
愈
姚
を
も
ら
っ
て

き
て
ヽ
。
叡
感
の
孵
に
ま
く
な
ら
わ

し
が
律
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
お

叡
が
お
わ
っ
て
か
ら
、
親
し
い
姚

と
と
も
に
そ
の
附
を
楸
献
に
お
逮

⑩

し
し
ま
す
。
神
さ
ま
に
お
産
の
無

事
を
守
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
意

吟
を
も
つ
な
ら
わ
し
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
じ
ゃ
　
ｔ
い
だ
い

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
神
社
の
境
内

　
も
り
　
な
か
　
　
　
ふ
る

の
森
の
中
に
は
、
古
く
か
ら
「
ツ

チ
ノ
コ
」
が
彭
ん
で
い
る
と
い
う

う
わ
さ
が
似
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

宇
治
の
人
は
、
ツ
チ
ノ
コ
の
こ
と

を
「
ゴ
ハ
ッ
ス
ン
」
と
ゆ
び
ま
す

が
、
そ
れ
は
て
ん
ぐ
や
か
っ
ぱ
な

　
　
、
お
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
Ｉ

ど
と
同
じ
よ
Ｉ
つ
に
、
だ
れ
も
そ
の
正

似
を
み
た
Ｍ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お

そ
ら
く
す
ば
や
い
動
き
を
す
る
別

の
撚
枇
を
ル
謀
ま
っ
た
も
の
か
・
そ

れ
と
も
蕊
傑
お
の
獄
拙
な
の
で
し

　
剱
く
の
心
は
．
「
ゴ
ハ
ッ
ス
ン

は
楸
さ
ま
の
お
倣
い
だ
」
と
訃
っ

て
ヽ
刊
を
東
枇
の
影
献
の
徘
和
を

切
っ
た
り
、
そ
の
機
を
抑
っ
た
り
、

七
を
擲
り
恥
っ
た
り
す
る
と
ツ
チ

ノ
コ
が
廿
て
き
て
た
た
り
を
お
こ
す

と
儲
じ
て
き
ま
し
た
。
あ
る
た
は
。

獄
ま
わ
り
が
ふ
ポ
（
邨
一
五
セ
ン

チ
）
ば
か
り
で
ヽ
御
の
む
が
が
ボ

　
（
紋
二
四
セ
ン
チ
）
ほ
ど
だ
か
ら

ゴ
ハ
ッ
ス
ン
（
五
八
寸
）
と
い
う

の
だ
と
言
い
ま
す
。
で
も
、
ほ
ん

せ
ん
。

』
ろ
は
、
だ
れ
も
知
り
ま

　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

442

　
ふ
る
さ
と
む
か
し
話

水
に
溶
け
や
す
く

　
　
香
り
も
改
良

洗濯用粉石けん

洗
浄
効
果
を
上
げ
る

　
　
上
手
な
使
い
方

粉
石
け
ん
の
使
用
で

人
体
・
環
境
の
保
護
を

消
費
生
活
相
談
室

　
　
　
今
月
か
ら
月
４
回
開
設

　
消
費
生
活
相
談
室

　
　
　
　
　
今
月
か
ら
月
４
回
開
設

　
市
で
は
、
商
工
観
光
課
内
に
消
　
毎
月
三
回
で
し
た
が
、
今
月
か
ら

費
牛
活
相
談
室
蔵
置
。
従
来
は

一

は
毎
月
第
一
・
二
・
三
・
四
水
曜

24人決まる
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内
職
セ
ン
タ
ー
（
移
転
新
築
）
が
完
成

　
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
か
ら
移

転
新
築
工
事
夕
進
め
て
き
た
、
宇

治
市
内
職
セ
ン
タ
ー
（
木
幡
南
端

4
8
－
1
5
、
酋
⑩
8
2
9
8
）
が
こ

の
ほ
ぶ
匹
成
。
四
月
五
日
に
関
係

者
が
出
席
し
て
開
所
式
が
行
り
れ

ま
し
た
。

　
新
し
い
内
職
セ
ン
タ
ー
は
、
木

造
平
家
建
で
二
つ
の
事
務
室
、
倉

庫
な
ど
が
設
け
β
れ
て
い
康
ｙ
。

ト
新
築
さ
れ
た
内
職
セ
ン
タ
ー
（
４
月

　
５
日
、
木
幡
南
端
）

４月５日から開所
　
和
裁
初
級
講
座

　
　
受
講
生
を
募
集

　
新
築
さ
れ
た
内
職
セ
ン
タ
ー
で

は
、
六
十
年
度
の
和
裁
初
級
講
座

の
受
講
者
公
奮
Ｉ
示
ｙ
。

○
対
乖
・
・
和
裁
の
経
験
が
な
い
人

　
で
、
一
年
間
続
け
て
受
講
で
き
、

お
知
ら
せ

　
市
職
員
を
募
集

　
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
市

職
員
m
集
し
示
ｙ
。

　
▼
職
種
上
般
事
務
職
よ
▼

受
験
資
格
：
小
目
力
で
通
勤
が
で

き
、
か
つ
介
護
者
な
し
に
職
務
遂

行
が
可
能
な
人
②
昭
和
2
4
年
４
月

２
日
か
ら
4
2
年
４
月
１
日
ま
で
に

　
将
来
和
裁
で
の
内
職
を
考
え
て

　
い
る
人

○
と
さ
・
・
・
４
月
2
4
日
か
ら
ａ
年
３

　
月
3
1
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
、

　
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
３
時

○
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市
内
職
セ
ン
タ

○
募
集
人
員
…
1
0
人
（
多
数
の
場

　
合
は
抽
選
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
４

　
月
1
7
日
削
、
午
前
1
0
時
か
ら
午

　
後
３
時
ま
で
に
、
宇
治
市
内
職

　
セ
ン
タ
ー
へ
。
　
（
社
会
課
）

生
ま
れ
た
人
③
視
覚
・
聴
覚
・
音

声
言
語
機
能
の
障
害
者
ま
た
は
肢

体
不
自
由
者
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
（
６
級
以
上
）
の
交
付
を
営
け

て
い
る
人
④
活
字
印
刷
文
（
点
字

か
殴
く
）
に
よ
る
出
題
に
対
応
で

き
る
人
⑤
昭
和
6
0
年
３
月
１
日
現

在
、
宇
治
市
内
に
住
所
奎
『
し
、

申
し
込
み
の
日
ま
で
引
き
銃
座
ｍ

内
に
住
所
か
肴
す
る
人
⑥
学
歴
は

問
わ
な
い
が
学
校
教
育
法
に
よ
る

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
か
肴
す
る

人
〈
第
一
次
試
験
〉
▼
と
き
・
：
４

４月20 ・ 21 日

春の山草・盆栽展

出品申し込みは15日まで

月
1
8
日
内
午
前
９
時
半
か
ら
▼

･
＼
r
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
総
合
福
祉
会
館

▼
申
し
込
み
・
…
Ａ
Ｈ
日
か
ら
1
7

日
午
後
５
時
ま
で
、
職
員
課
へ
。

原
則
と
し
て
本
人
が
身
体
障
害
者

手
帳
、
申
込
書
、
履
歴
書
か
痔
参

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
実

施
要
項
な
ど
は
職
員
課
に
あ
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
職
員
課
）

　
学
校
養
護
職
員

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
養

　
木
幡
公
民
館
で
は
、
日
ご
ろ

丹
精
こ
め
て
育
て
ら
れ
た
盆
栽

や
山
草
、
園
芸
植
物
な
ど
の
展

示
会
を
四
月
二
十
日
と
二
十
一

日
に
開
催
し
毒
ｆ
ｙ
。
こ
の
た
め

出
品
作
品
夕
募
集
し
栄
す
。
個

人
の
出
品
も
受
け
付
け
求
心

で
、
ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
二
十
一
日
に
は
お
茶

席
も
開
設
し
乖
ゐ
で
、
多
数

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
〈
展
示
〉

護
職
員
套
″
集
し
康
ｙ
。

　
▼
職
種
・
：
学
校
養
護
職
員
若
干

名
▼
受
験
資
格
・
：
昭
和
3
0
年
４
月

２
日
か
ら
4
0
年
ｔ
月
１
日
ま
で
に

生
次
れ
た
女
子
で
、
養
護
教
論
の

免
許
状
か
肴
す
る
人
▼
試
験
日
・
・
・

４
丹
1
8
日
内
午
前
９
時
か
ら
市

教
育
委
員
会
で
▼
申
し
込
み
…
市

販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
最
近
６
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し

た
写
真
か
ほ
り
、
申
込
用
紙
か
添

え
て
４
月
Ｈ
日
か
ら
1
7
E
正
午
ま

で
に
教
育
委
員
会
総
務
課
へ
。
郵

送
で
は
驀
料
け
ま
せ
ん
。
実
施

要
項
な
芦
ほ
総
務
課
に
あ
り
求
ｙ
。

　
　
　
　
（
教
育
委
員
余
霧
課
）

　
市
立
小
・
中
学
校
の

　
　
　
　
就
学
援
助

　
市
教
育
委
員
心
一
で
は
、
経
済
的

理
由
に
よ
忿
學
困
難
な
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
、
市

立
小
・
中
学
校
で
必
要
な
学
唇
Ｅ

費
、
給
食
費
、
校
外
活
動
費
な
ど

の
援
助
か
行
い
未
了
。

　
▼
援
助
の
認
牢
・
・
認
定
の
所
得

基
準
は
、
標
準
世
帯
（
夫
婦
と
子
・

μ
石
二
人
）
で
前
年
分
の
収
入
金

額
が
お
お
ひ
ね
三
百
五
十
八
万
円

　
（
給
与
所
得
者
）
以
下
、
ま
た
は

総
所
鏝
朧
が
お
お
ひ
ね
二
百
三

十
七
万
円
（
自
営
業
な
ど
）
以
下

で
す
▼
援
助
を
行
ｔ
費
用
の
種
類

…
学
用
品
費
、
校
外
活
動
費
、
修

学
旅
行
費
、
給
食
費
な
ど
▼
申
し

込
み
・
・
・
各
学
校
に
あ
る
援
助
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
四

月
三
十
日
㈹
ま
で
に
各
小
・
中
学

校
へ
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
教
育
委
員

▽
と
き
・
内
容
・
・
・
下
表
▽
と

こ
ろ
…
木
幡
公
民
館

　
〈
出
品
申
し
込
み
〉

▽
対
零
・
・
市
内
在
住
者
▽
期

間
・
：
４
月
1
5
日
囲
ま
で
▽
点

数
・
・
・
一
人
一
点
▽
申
し
込
み

・
：
木
幡
公
民
館
へ
電
話
ま
た

は
来
館
し
て
▽
搬
入
、
搬
出

・
・
・
指
定
さ
れ
た
日
時
に
出
品

者
が
行
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

・盆栽展日程表春の山草

内　　容 日　　時

盆栽･山草･園芸植物･

生花展示会

4 /20(i)9時~17時

4 /21(BJ9時～16時

盆栽講習会 4/21(日)10時~正午

山草・園芸講習会 4/21(日)13時~15時

ぉ茶席（一席200円） 4/21(日)10時～15時

会
学
校
教
育
課
（
豊
⑩
1
1
4
1
）

へ
。
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

す
▼
支
給
額
（
年
額
）
・
・
・
乳
幼
児
＝

六
千
円
、
小
学
牛
上
万
二
千
円
、

中
学
生
＝
二
万
四
千
円
、
高
校
生

↓
一
万
六
千
円
▼
申
請
・
・
・
福
祉
課

に
あ
る
申
請
用
紙
で
。
新
規
の
人

は
四
月
三
十
日
、
継
続
の
人
は
五

月
三
十
一
日
ま
で
に
福
祉
課
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
近
畿
青
年
洋
上
大
学

　
参
加
者
募
集

　
京
都
府
で
は
、
第
六
回
近
畿
青

年
洋
上
大
学
の
参
加
者
か
募
集
し

て
い
未
丁
。

▼
募
集
人
数
・
・
・
6
0
人
▼
訪
問
地
・
・
・

中
華
人
民
共
和
国
（
天
津
、
北
京
、

上
海
、
南
京
、
蘇
州
の
各
都
市
）

▼
期
間
・
：
昭
和
6
0
年
８
月
1
4
日
～

2
8
日
ま
で
の
1
5
日
間
▼
応
募
資
格

・
：
日
本
国
籍
か
痔
つ
府
内
に
在
住

の
勤
労
青
年
お
よ
び
学
生
で
、
現

在
活
動
を
行
っ
て
い
る
青
少
年
団

体
な
芦
示
推
薦
す
る
人
▼
参
加
費

・
・
・
2
3
万
円
（
市
か
ら
一
部
補
助
あ

り
）
▼
申
し
込
み
・
：
４
月
3
0
日
叫

ま
で
に
市
教
M
員
会
青
少
年
対

策
室
ま
で
。
（
青
少
年
対
策
室
）

　
お
済
み
で
す
か

　
国
保
保
険
証
の
切
り
替
え

　
国
民
健
康
保
険
証
（
う
ぐ
い
す

色
）
の
有
効
期
間
は
、
三
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。
有
効
期
間
が
過

怠
捺
険
証
で
は
、
保
険
に
よ
る

医
療
の
給
付
を
深
け
る
こ
と
が
で

ｍ
ｉ
ｉ
ｆ
ｉ
ん
。

　
ま
だ
切
昨
拵
え
手
続
き
を
し
て

い
な
い
人
は
、
早
急
に
保
険
証
と

印
鑑
夕
痔
っ
て
市
役
所
保
険
年
金

課
ま
で
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、

退
職
被
保
険
者
証
（
ピ
ン
ク
色
）

の
あ
る
人
は
、
ふ
Ｂ
せ
て
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
　
（
保
険
年
金
課
）

　
昭
和
六
十
年
十
月
一
日
に
は
、

全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が
行
わ

れ
康
司

　
今
回
の
国
勢
調
査
は
第
十
四

回
目
に
当
た
り

未
了
。
日
本
全

国
に
わ
た
り
、

そ
こ
に
住
ん
で
　
　
は

い
る
す
べ
て
の
　
　
　
口
口

人
か
対
象
と
し
　
　
　
Ｉ

た
統
計
調
査
は
、
　
　
日
″

こ
の
国
勢
調
査
　
　
　
０

だ
け
で
す
。
　
　
　
　

Ｉ

　
国
勢
調
査
の

結
果
は
、
全
国
、

都
道
府
県
別
、

八
皿

市
区
町
村
別
の

人
口
や
世
帯
数
が
明
ら
か
に
な

る
の
は
も
ち
う
べ
男
女
別
・

年
齢
別
・
産
業
別
・
職
業
別
な

府立山城郷土資

料館
　　低所得者用

水道料金の受け付け

　
低
所
得
者
世
帯
や
牛
活
保
護

世
帯
に
対
に
丞
垣
料
金
の
負
担

水道料金低所得者用

認定基準額表

ど
の
人
口
構
成
や
世
帯
の
構
戌

状
態
な
芦
五
回
拓
に
な
り
ま

す
。
国
や
地
方
自
治
体
の
貴
重

な
資
料
と
な
る
と
と
も
に
、
各

　
　
　
　
方
面
で
幅
広
く

す
　
　
　
活
用
さ
れ
て
ぃ

で
　
　
季
］
・

査
　
　
　
今
回
の
壹

調
　
　
で
は
、
本
市
の

勢
　
人
口
は
約
土
ハ

】
困
　
　
万
五
千
人
、
世

　
　
　
　
帯
数
は
約
五
万

　
　
　
　
三
千
世
帯
に
達

　
　
　
　
す
る
の
で
は
な

　
　
　
　
い
か
と
予
想
さ

Ｗ

れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
市
で

は
国
勢
調
査
の
た
め
の
調
査
員

奔
″
集
し
ま
ず
。
問
い
合
わ
せ

は
企
画
課
ま
で
。
（
企
画
課
）

　４月27日～6月２日

酬恩庵の文書から

(一休寺)

山城町上狛千両岩

を
軽
減
す
る
た
め
、
低
所
得
者

用
水
道
料
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
六
十
年
度
の
適
用
基
準
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。
該
ら
ず
る

世
帯
は
、
低
所
得
者
用
認
定
申

請
書
に
五
十
九
年
中
の
所
得
を

証
明
す
る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
、

各
年
金
受
給
証
書
、
民
生
委
員

が
証
明
す
る
無
職
無
収
入
証
明

な
ど
）
公
序
凡
て
提
出
し
て
ぐ

だ
さ
い
。
牛
活
保
護
世
帯
は
福

祉
事
務
所
か
通
じ
て
申
請
鴛

　
な
お
、
申
請
書
は
水
道
部
営

業
課
に
あ
り
ま
す
。
（
水
道
部
）

世帯構成
人　　貝

所得金額
　　(年)

１人 629,980円

２人 904,800円

３人 1,229,400円

４人 1,363,800円

５人
以上

l,363,800円
に４人を超え
る１人につき
340,950円を
加算した額

443

　
「
ご
不
浄
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、

あ
ま
り
印
象
の
良
く
無
か
っ
た

便
所
も
、
水
洗
化
に
よ
っ
て
今

で
は
清
潔
で
快
適
な
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
空
間
に
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
ず
。

　
便
器
の
構
造
や
機
能
も
、
和
・

洋
風
と
も
に
時
代
の
移
り
Ｕ
Ｑ

り
に
従
っ
て
、
研
究
・
改
良
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
普
及

し
て
い
る
便
所
の
タ
イ
プ
タ
分

類
す
る
と
次
の
ぷ
つ
に
な
り
ま

す
。

剛
様
式
に
よ
る
分
類

帥
和
風
・
：
我
が
国
独
自
の
ま
た

　
々
弐
で
す
。
中
腰
で
し
ゃ
が

　
ひ
た
め
疲
労
し
、
汚
れ
や
す

　
す
く
臭
気
の
発
散
が
大
き
い

　
の
が
特
徴
で
す
。

削
洋
風
・
・
・
腰
掛
け
式
で
姿
勢
は
・

　
楽
で
す
が
、
便
座
と
皮
膚
の

　
接
触
が
気
に
な
り
ま
す
。
汚

　
物
は
水
た
ま
り
に
落
ち
る
の

　
で
、
臭
気
の
発
散
は
あ
ま
り

　
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
タ
イ
プ

に
よ
っ
て
、
六
種
類
程
度
に
分

け
ら
れ
未
了
。
代
表
的
な
も
の

は
次
の
四
種
類
で
す
。

ｍ
洗
い
出
し
式
…
和
風
の
ほ
と

　
ん
ど
が
こ
の
タ
イ
プ
。
受
け

　
皿
の
汚
れ
が
目
立
ち
、
臭
気

　
の
発
散
が
大
き
い
の
が
欠
点

　
で
す
。

剛
洗
い
落
と
し
式
・
・
・
洋
風
の
中

　
で
最
も
普
刄
し
て
い
る
タ
イ

　
つ
て
い
毒
ｙ
。
和
風
、
洋
風

　
と
も
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

岡
サ
イ
ホ
ン
ゼ
″
ト
式
…
サ
イ

　
ホ
ン
作
用
を
更
に
強
く
さ
せ

　
る
た
め
に
、
出
口
で
セ
ッ
ト

　
状
の
水
流
を
加
え
未
了
。
便

　
器
の
機
能
と
し
て
は
最
も
優

　
れ
た
も
の
で
す
。
和
風
、
洋

　
風
と
も
に
使
用
さ
れ
ま
ず
。

ぼ
洗
浄
方
式
に
よ
亘
励

普
及
め
ざ
ま
し
い

　
　
　
　
洋
風
タ
イ
プ

　
に
は
、
最
近
は
や
り
の
温
水

　
温
風
の
出
る
装
置
が
取
ひ
付

　
け
ら
れ
ホ
ヂ
。

　
　
近
年
、
洋
風
の
普
及
は
目

　
覚
ま
し
ぐ
、
都
市
部
で
設
置

　
さ
れ
る
便
器
の
七
〇
ト
九
〇

　
Ｕ
が
洋
風
で
す
。

②
機
能
に
よ
る
分
類

　
洗
浄
水
の
流
れ
方
（
機
能
）

　
プ
で
す
。
汚
物
が
直
接
、
間

　
接
に
水
た
ま
り
に
落
ち
る
の

　
で
、
臭
気
の
発
散
は
少
な
い

　
が
汚
れ
は
多
少
残
り
毒
了
。

朗
サ
イ
ホ
ン
式
・
・
・
洗
浄
水
に
サ

　
イ
ホ
ン
作
用
か
起
こ
さ
せ
て

　
汚
物
を
勢
い
よ
く
流
出
さ
せ

　
る
構
造
で
、
洗
い
落
と
し
式

　
よ
り
も
強
い
洗
浄
作
用
か
痔

　
洗
浄
に
使
用
す
る
給
水
方
式

が
、
直
接
か
間
接
で
あ
る
か
に

よ
っ
て
分
類
さ
れ
ま
ず
。

帥
洗
浄
弁
（
フ
ラ
″
シ
ュ
バ
ル

　
ブ
）
方
式
・
・
・
給
盗
犯
ら
直

　
接
便
器
に
洗
浄
水
舎
放
出
す

　
る
方
式
で
、
ビ
ル
、
学
校
、

　
劇
場
な
ど
王
に
多
人
数
の
建

　
物
で
使
用
さ
れ
ま
ず
。

｀
Ｉ
Ｉ
自
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ

印
タ
ン
ク
方
式
・
・
・
便
所
内
の
タ

　
ン
ク
に
一
回
分
の
洗
浄
ぶ
を

　
貯
水
す
る
方
法
で
、
頻
繁
に

　
岑
涵
痢
し
な
け
れ
ば
、
給

　
水
管
の
杢
昌
や
水
圧
に
制

　
約
さ
れ
ま
せ
ん
。
一
般
家
庭

　
向
き
で
す
。

　
　
　
　
　
◇

　
暮
β
し
の
中
で
、
永
く
付
き

合
之
便
所
で
す
。

　
建
物
や
家
庭
の
事
情
に
合
っ

た
便
器
か
選
ん
で
い
た
だ
き
、

供
用
開
始
の
と
き
に
は
、
で
き

る
だ
け
早
く
水
洗
化
し
で
ぐ
だ

さ
い
。
　
　
　
（
下
水
道
課
）

便所の

種　類

市
職
員
を
募
集

和
裁
初
級
講
座

　
受
講
生
を
募
集

お
知
ら
せ

学
校
養
護
職
員

市
立
小
・
中
学
校
の

　
　
就
学
援
助

太
極
拳
入
門
コ
ー
ス

　
太
極
拳
入
門
コ
ー
ス

　
▼
と
き
・
・
・
４
月
2
2
、
嗣
2
6
、

2
7
、
3
0
日
の
５
日
間
。
3
0
日
は
午

後
―
時
半
～
４
時
。
そ
の
他
は
午

前
９
時
半
工
１
１
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・

宇
治
公
民
館
３
階
▼
内
容
…
簡
化

2
4
式
太
極
挙
入
門
▼
指
導
者
…
中

国
上
海
武
術
竪
哭
極
挙
講
師
団

▼
定
員
・
：
7
0
人
（
先
着
順
）
▼
会

費
・
・
・
三
千
円
▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
・
：
神
谷
昭
三
（
酋
⑩
1
1

9
8
）
さ
ん
か
佐
藤
弘
子
（
容
⑩

5
3
0
7
）
さ
ん
へ
電
話
刄

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
日
中
友
好
武
術
大
会

　
中
国
上
海
太
極
挙
講
師
夕
迎
え
、

日
中
友
好
武
術
大
会
が
開
か
れ
ま

す
。
参
観
無
料
。

　
▼
と
き
・
：
４
月
2
8
日
面
、
午
後

１
時
半
▼
と
こ
ろ
：
太
陽
が
丘
野

外
ス
テ
ー
ジ
▼
内
容
・
：
中
国
太
極

挙
（
陳
式
、
揚
式
な
ど
）
、
日
本
古

武
道
、
日
杢
葦
道
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
母
子
家
庭
奨
学
金

　
京
都
府
で
は
、
六
十
年
度
の
母

子
家
庭
奨
裳
思
申
請
か
尋
庁
付

け
て
い
ま
す
。

　
▼
対
象
・
：
乳
幼
児
か
ら
高
校
生

ま
で
。
す
で
に
京
都
府
の
他
の
奨

裳
享
膏
け
て
い
る
人
は
除
章
ま

日
中
友
好
武
術
大
会

母
子
家
庭
奨
学
金

お
済
み
で
す
か

国
保
保
険
証
の
切
り
替
え

近
畿
青
年
洋
上
大
学

参
加
者
募
集

企画展

10月１日は

　国勢調査です

暮らし下
水道



昭和60年度市民スポーツ教室･実施計画表

教　　室 対　象 日　　　　程 曜日 時　間 会　場　名 定員 参加料

卓　　　　球

小学校４年

生以上一般

5/8、11, 15、18、

22、25, 29、6/1
ホ・土

午後7時～

　　　　９時
木幡中学校 30人 500円

一般社会人
11/ 2 、6、9, 13、

16、20、23、27
ホ・土

午Vk.1時半
　～９時半

南小倉小学校 30人 500円

女　　　　子

ソフトポール

中学生以上

女　　　子

5/18, 19、25、25,

6/1 、2, 15、16
土・日

午後２時～
　　　４時

南小倉小学校 30人 500円

小　学　生

ソフトボール

小学校4･5･

6年生男女

7/20, 21, 27、28、

8/3、4、10、11
土・日

午後2時～
　　　　４時

宇治小学校 40人 無料

小　学　生

バレーポール

小学校4･5･

6年生男女

6/15、16、22、23,

29、30, 7/6、7
土・日

午後5時～

　　　　７時
岡屋小学校 40人 無料

女　　　　子

バレーボール
一般女子

8/19、22、26, 29,

9/2、5、9、12
月・木

午後7時半

　～９時半
西小倉中学校 40人 500円

母と子の水泳 母　と　子
7/15, 16、17、18、

19, 20

午後５時半

　~ 7時半

西宇治公園
プ　ー　ル

30組 500円

一般水泳 一　　　般
7/24, 25、25, 27、
29、30、31、8/1

午後5時～
　　　８時

西宇治公園

プ　ー　ル
50人 500円

バドミントン 一　　　般

5/13、16、20、23、

27、30, 6/3、6
月・木

午後７時半

　~9時半
北棋島小学校 30人 500円

9/2、5. 9、12,

15. 19、23、26、
月・木

午後l時半

　～９時半
大開小学校 30人 500円

一般女子

軽スポーツ
一般女子

6/17, 20、24、27、

7/1、4、8, 11
月・木

午後i時半

　～９時半

南部小学校

小倉小学校
30人 500円

9/24,27, 10/1 , 4 ,

8, 11, 15, 18
火・金

午Vkl時半

　～９時半

木幡小学校

大久保小学校
30人 500円

軟式テニス 高校生以上

5/18､25､26, 6/1、

"2、15, 16、22
土・日

午後3時～

　　　５時

東山公園

コ　ー　|ヽ
40人 500円

7/13、14, 20、21,

27、28, 8/3、4
土・日

午後5時～

　　　　７時

黄･it 公園

コ　ー　ト
40人 500円

硬式テニス 一　　　般
5/18, 19, 25、26,

6/1、2. 15, 16
土・日

午後3時～
　　　５時

東山公園

コ　ー　ト
40人 500円

い
い
汗
流
し
て
　
気
分
は
最
高

母と子の水泳　　　　　－

教室(写真上)、家庭婦人バレー

ボール大会(写真下)

各種スポーツ大会日程　5／12R

　６／９⑨

　９／｜⑨

　１０／|暗

　　　20⑥

　11/4R

　　　10⑥

　　　17⑨

　　　24⑨
611 /23@

第21回市民オリエンテーリ

ング大会

第9回障害者スポーツ大会

第19回市民総合体育大会総

合開会式

第４回市民スポーツまつり

第5回高齢者ゲートポール

大会

第22回市民オリエンテーリ

ング大会

第３回はばたく京都のスポ

ーツ推進大会

第13回家庭婦人バレーボー

ル大会

第３回宇治川マラソン大会

63年京都国体

みんなの力で

　成功させよう

444

市民スポーツ教室・ひろばへ

健康の増進に

●問い合わせ

　市民体育課

　　　　　電話22-314

1

ｊと面臨■Ｉｔ余猷才糾汐ｌプ教室才ＪＩメｊプ，Ｊｊ実丿施剥サ画丿表1

昭和60年度　市民スポーツひろば・実施計画表（費用は無料。参加は自由）
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